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問
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据

え
た
対
応
と
は
何
か
。

答
直
接
的
な
高
齢
者
施
策
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と

の
認
識
の
下
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
が
快
適
で
安
心
で
き
る
川

越
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問
古
谷
地
区
東
側
の
荒
川
調

節
池
計
画
は
、
地
域
の
安
全

安
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

認
識
は
。

答
計
画
に
併
せ
、
安
全
安
心

に
つ
な
が
る
周
辺
対
策
に
つ

い
て
国
土
交
通
省
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。
今
後
も
治
水

安
全
度
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今

後
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
歳
入
は
、
総
人
口
の
減
少

に
加
え
、
年
少
人
口
お
よ
び

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
の

大
幅
な
増
を
見
込
む
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。

　歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
扶
助
費
や
繰
出

金
の
増
加
、
さ
ら
に
は
大
規

模
建
設
事
業
の
実
施
に
伴
う

公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。　こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
本
市
の
財
政
状
況

は
一
層
厳
し
さ
が
増
し
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
市
長
が
目
標
と
す
る
川
越

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ど
の
程

度
達
成
で
き
た
の
か
？

答
「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち 

川
越
」
を
目
指

し
て
進
め
て
き
た
施
策
に
は
、

い
ま
だ
実
現
半
ば
の
も
の
も

あ
る
。
川
越
を
よ
り
良
い
ま

ち
と
し
て
い
く
こ
と
に
ゴ
ー

ル
は
な
く
、
今
後
と
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
第
二
次
教
育
振
興
基
本
計

画
が
実
現
し
た
時
の
姿
に
つ

い
て
教
育
長
に
伺
い
た
い
。

答
「
生
き
る
力
と
学
び
を
育

む
川
越
市
の
教
育
」
の
実
現
、

特
に
「
志
高
く
、
意
欲
を
持

っ
て
学
ぶ
子
ど
も
の
姿
」
の

実
現
に
、
ひ
い
て
は
第
四
次

川
越
市
総
合
計
画
の
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
基

本
目
標
「
歴
史
と
文
化
を
感

じ
な
が
ら
学
び
あ
い
、
豊
か

問
本
庁
舎
と
ア
ト
レ
内
の
南

連
絡
所
、
こ
の
２
カ
所
に
あ

る
自
動
交
付
機
を
廃
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
？

答
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

の
メ
ー
カ
ー
変
更
に
伴
い
、

他
社
製
品
と
の
連
携
は
技
術

的
に
不
可
能
で
あ
り
、
自
動

交
付
機
の
稼
働
が
で
き
な
い

こ
と
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す

Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
が
平
成
32

年
１
月
で
終
了
す
る
こ
と
に

よ
り
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
自
動
交
付
機
の
廃
止
で
、

窓
口
業
務
が
増
え
る
と
思
う

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
？

答
市
民
課
と
南
連
絡
所
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
案
内
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
説
明

を
す
る
と
と
も
に
、
広
報
川

越
等
を
通
じ
て
広
く
周
知
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
印
鑑
登

な
心
を
育
む
ま
ち
」
の
実
現
、

特
に
「
地
域
や
世
代
間
の
つ

な
が
り
が
広
が
っ
た
姿
」
に

資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

録
申
請
等
の
際
は
、
窓
口
に

お
い
て
自
動
交
付
機
の
廃
止

を
伝
え
、
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
住
民
票
や
印
鑑
証
明
の
交

付
に
お
け
る
、
窓
口
別
の
利

用
割
合
は
。

答
窓
口
別
の
利
用
比
率
で
は
、

窓
口
が
87
・
８
％
で
あ
り
、

自
動
交
付
機
が
10
・
０
％
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
２
・
２
％

で
あ
る
。

問
普
及
率
わ
ず
か
13
％
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
と
引
き
換
え
に

自
動
交
付
機
を
廃
止
す
る
こ

と
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

と
情
報
流
出
の
懸
念
が
あ
る
。

行
政
の
仕
事
を
民
間
に
任
せ

る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
窓
口
で
の
職
員
に
よ
る
証

明
書
等
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

人
的
な
問
題
も
あ
り
、
十
分

に
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

民
間
委
託
等
を
利
用
し
な
が

問
欠
員
が
あ
る
と
聞
く
が
、

定
数
を
増
や
す
理
由
を
問
う
。

答
欠
員
が
生
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
前
回
の
一

斉
改
選
か
ら
市
全
体
で
は
約

４
千
世
帯
増
加
し
て
い
る
こ

と
等
か
ら
、
各
地
区
の
民
生

委
員
協
議
会
の
増
員
・
減
員

の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
世
帯

数
の
増
加
、
高
齢
者
世
帯
の

割
合
、
民
生
委
員
１
人
当
た

り
の
担
当
世
帯
数
の
状
況
を

加
味
し
、
定
数
の
増
員
を
図

問
条
例
改
正
の
経
緯
は
。

答
消
費
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
平
成
31
年
10
月
１

日
か
ら
消
費
税
が
８
％
か
ら

10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

引
き
上
げ
分
の
水
道
料
金
へ

の
転
嫁
を
適
正
に
行
う
た
め

の
条
例
改
正
を
し
よ
う
と
す

ら
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
民
生
委
員
に
係
る
課
題
を

問
う
。

答
な
り
手
不
足
に
よ
る
欠
員

や
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
高
ま
り
等
に
よ
り
民

生
委
員
活
動
に
支
障
が
生
じ

る
ケ
ー
ス
等
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
後
は
、
民
生
委
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備

や
民
生
委
員
活
動
を
多
く
の

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

る
も
の
で
あ
る
。

問
市
民
の
経
済
状
況
は
。

答
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の

調
に
よ
る
と
、
本
市
の
個
人

市
民
税
所
得
割
の
平
成
30
年

度
の
納
税
義
務
者
数
は
平
成

26
年
度
よ
り
５
・
２
％
増
加
、

１
人
当
た
り
の
所
得
額
は
平

議
案
第
１

号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
２

号

民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
8

号

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】


